
長与町あたらしい学校づくり検討委員会

＃２

期日：令和６年７月１１日（木）

場所：長与町立高田中学校



前回の振り返り



教育長からの諮問
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背 景

   高田地区における義務教育学校（施設分離型、将来的には施設

一体型）の設立の意義や是非について、多面的・多角的に検討し

ていただき、町教育委員会への答申をまとめてほしい。

○  町立学校における「令和の日本型学校教育」の推進

○  町立学校における教育活動の質の向上（教育課程の工夫改善）

○  高田南土地区画整備事業に伴う児童生徒数の増加への対応



令和の日本型学校教育とは
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日本型学校教育とは

子供たちの知・徳・体を一体で育む教育

○ 学習機会と学力の保障

○ 全人的な発達・成長の保障

○ 身体的・精神的な健康の保障

新しい動き

○ 学習指導要領の着実な実施

○ GIGAスクール構想の推進

○学校における働き方改革の推進

○第４期教育振興計画の推進（国・県）

「日本型学校教育」の良さを受け継ぎ、更に発展させる新しい時代の学校教育の実現
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令和の日本型学校教育

○全ての児童生徒の可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現

○ ICTの最大限活用

○義務教育９年間を見通した小学校高学年からの教科担任制、小中学校の連携促進

○誰一人取り残さない、安心安全な居場所づくり など



義務教育学校とは
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93.2
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小学校 中学校

修業年限６年 修業年限３年

義務教育学校

修業年限９年

○ 一人の校長の下、一つの教職員組織

○  義務教育９年間の学校教育目標を設定

○ ９年間の系統性を確保した教育課程を編成・実施

○  心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通教育を基礎的なものから一貫して施すことが目的



義務教育学校とは
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課 程
前期課程

（小学校学習指導要領準用）
後期課程

（中学校学習指導要領準用）

学 年 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 7年生 8年生 9年生

区 分
前期

（ファーストステージ）
中期

（セカンドステージ）
後期

（サードステージ）

指導体制

教科担任制

（一部小学校教員乗り入れ）

一部教科担任制
（中学校教員）一部教科担任制

（小学校教員）

学級担任制（学年担任制）

・特別の教科 道徳 ・学級活動 ・総合的な学習の時間 ・特例教科（小中一貫教科） 等

教育課程例（４ー３－２制）



義務教育学校とは
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メリット デメリット

「中１ギャップ」の緩和・解消 人間関係の固定化

系統性・連続性を意識した学習による教育効果 小学校卒業の達成感や中学校の新鮮さの喪失

小・中学校教員の融合による質の高い教育 リーダーシップや自主性を養う機会の減少

異学年交流による精神的な発達や社会性の育成 発達段階の差への配慮

継続的な児童生徒に対するきめ細かな指導 学年数・学級数の増加による懸念事項

義務教育学校の特例の活用 中学生相当の生徒からの悪影響の恐れ

校務の効率化 校長の負担過重
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義務教育の変遷



義務教育の変遷
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年 代 法 令 就 学 義 務 に 関 す る 規 定

明治５年（1872年） 学 制 ・教育年限を下等小学校4年、上等小学校4年の計8年としたが、強制力は弱かった。

明治12年（1879年） 教育令 ・教育年限は基本的に8年であるものの、最短で16ヶ月通学すればよいと規定された。

明治13年（1880年） 改正教育令
・教育年限は8年のまま、最短規定を3年（毎年32週通学の場合）とし、その後も相当の理由のな
い限り毎年16週以上通学させることとした。

明治19年（1886年） 小学校令
・義務教育という文言が初めて登場した。
・義務教育3～4年（尋常小学校を卒業するまで）と規定された

明治23年（1890年） 第2次小学校令
・義務教育3～4年（尋常小学校を卒業するまで）と規定された。
・学校に通学しなくとも、家庭学習により就学義務が果たされるとの規定が登場した。

明治33年（1900年） 第3次小学校令 ・義務教育4年（尋常小学校を卒業するまで）と規定された。

明治40年（1907年） 第5次小学校令 ・義務教育6年（尋常小学校を卒業するまで）と規定された。

昭和16年（1941年） 国民学校令
・義務教育8年（国民学校初等科6年、高等科2年を卒業するまで）と規定された。
・戦時下の特例により、高等科2年は終戦まで実現されなかった。
・学校に通学しなくとも、家庭学習により就学義務が果たさ れるとの規定はなくなった。

昭和22年（1947年）
教育基本法
学校教育法

・義務教育9年（小学校6年、中学校3年）と規定された。

平成28年（2016年） 改正学校教育法 ・小中一貫教育が制度化され、義務教育学校及び小中一貫型小学校・中学校の設置が可能となる。



義務教育学校の意義

～義務教育学校だからこそできること

義務教育学校にしかできないこと～



義務教育学校の意義
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

生徒指導上のメリット

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

児童生徒の安心安全

保護者の安心

教師の深い子ども理解

○ 顔見知りの先生・仲間 ○ 異学年交流 ○ 目標となる９年生の姿の可視化

○ 顔見知りの先生・保護者・子供たち ○ 義務教育修了時の姿の可視化

○ 顔見知りの児童生徒 ○ 深い子ども理解に基づく指導・支援の実現



義務教育学校の意義
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

学習指導上のメリット

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

５・６年生への中学校教員の乗り入れ

７年生への小学校教員の乗り入れ

系統性・連続性を生かした一貫教育

・専門性の高い教員による教科担任制（音楽科・図画工作科・家庭科等）

・数学科等における学習支援（T2としてのサポート）

・英語教育 ・探究学習（生活科、総合的な学習の時間） ・特別活動 ・独自教科 等



義務教育学校の意義
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

課 程
前期課程

（小学校学習指導要領準用）
後期課程

（中学校学習指導要領準用）

学 年 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 7年生 8年生 9年生

区 分
前期

（ファーストステージ）
中期

（セカンドステージ）
後期

（サードステージ）

指導体制

特別支援
特別支援学級（前期） 特別支援学級（後期）

通級指導教室（通期：概ね１～２年での退級を目指す）

備 考
すべての学年、すべての教科等で、主体的・対話的で深い学びの実現を図る。

高田小学校施設 高田中学校施設

教科担任制

（一部小学校教員乗り入れ）

一部教科担任制
（中学校教員）一部教科担任制

（小学校教員）

・特別の教科 道徳 ・学級活動 ・総合的な学習の時間 ・特例教科（小中一貫教科） 等

学級担任制（学年担任制）



義務教育学校の学校生活（例）
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

※１年生：前期課程１年次

※７年生：後期課程１年次

入学式 １年生と在校生代表の７年生で実施



義務教育学校の学校生活（例）
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

卒業式 ９年生と在校生代表の７・８年生で実施



義務教育学校の学校生活（例）
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

※集合型

※オンライン型

※ハイブリッド型（集合型＋オンライン型）

始業式・終業式等 全校児童生徒（９学年）で合同実施



義務教育学校の学校生活（例）
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

体育大会（運動会） 全校児童生徒（９学年）で合同実施



義務教育学校の学校生活（例）
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

修学旅行 ６年生と８年生で学年別に実施



義務教育学校の学校生活（例）
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

野外宿泊学習 ５年生と７年生で合同実施



義務教育学校の学校生活（例）
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

文化祭（学校祭） 全校児童生徒（９学年）で合同実施



義務教育学校の学校生活（例）
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長与町あたらしい学校づくり検討委員会

９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

★ キッズリーダー（４年生）

★ ミドルリーダー（５年生・６年生・７年生）

★ スクールリーダー（８年生・９年生）

・ファーストステージのリーダー

・委員会活動（専門部活動）

・運動会（体育大会）や文化祭（学校祭）等の主要行事の企画・運営

リーダー活動 ４年生から９年生の児童生徒で実施



高田地区の児童生徒数の増加
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高田小の教室が不足

高田地区の児童生徒数の予測

児童生徒数の増加への対応が急務



高田地区の義務教育学校の可能性
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生

２校の歴史と伝統、校風を活かし、革新のための新風を吹き込み、新しい学校を創造する。

高田地区の児童生徒のための学校、高田地区ならではの唯一無二の学校を創造する。

拡大する高田地区の新旧住民の絆づくり、新たなコミュニティづくりの核となる。



高田地区の義務教育学校の９年間
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1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生
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９年間の義務教育を切れ目なく一貫して行う

夢を描き

夢に向かい

夢を叶える
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